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留学生の SNS 利用、ニュース視聴と異文化適応の相関分析 

   

                          黄 偉 明 

 

Abstract 

  This paper reported an empirical study of the relationship among international students’ SNS usage, 

news viewing and their cross-cultural adaptation. In the 2010s, international students can use ethnic 

SNS to communicate with friends in their home countries everyday. Also, many people view news from 

SNS, where the news is mostly shared from peers with the same culture. It is possible for international 

students to retain ethnic culture by using these ethnic medias. To explore international students’ media 

usage effects on their cross-cultural adaptation, a survey was conducted among Chinese international 

students (N = 107). Media usage was examined by ethnic SNS usage and contact with host people, and 

news viewing (ethnic news and host news). Cross-cultural adaptation was tested by acculturation index 

scale (ie.,cultural maintenance and cultural assimilation) and sociocultural adaptation scale (SCAS). 

The results indicated that there was a positive correlation between ethnic SNS usage and cultural 

maintenance. The contact with host people was positively related with cultural assimilation. In addition, 

analyses revealed that news viewing was associated with both acculturation and sociocultural 

adaptation. These findings suggested that, to balance the perspective from different cultures, the 

awareness of using international students’ host social media usage should be raised. Implications of 

studying international students’ social media usage were proposed for people who focus on enhancing 

international students’ communication and the host country. 
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1.はじめに 

  

日本での留学生は増えており、2015 年には 208,379 人に達している。その内、中国人留学生

は 45.2%を占めている（JASSO,2015）。留学生の増加により、異文化適応問題が注目を集めて

いる。SNS などのメディア利用により、留学生が母国の対人関係を持続することができるよう

になっているだけではなく、母国に関する情報、ニュースを毎日取得することも可能になって

いる。留学生はホスト国においても、母国文化が非常に身近になっている。その一方、ホスト

国の文化と接触する機会が削られると考えられる。N.Park（2014）が、SNS 利用については留

学生のアカルチュレーション・プロセスの役割を研究するべきだと論述しているように、SNS
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と異文化適応との相関に関する研究が出てきた。例えば、Ellison, Steinfield＆Lampe (2007) は、

留学生の SNS 利用とソーシャルキャピタル、情報獲得との相関について検討した。Lin ら(2012)

は、留学生の Facebook の利用とソーシャルキャピタル、異文化適応との相関について研究した。

しかし、N.Park (2014)が指摘したように、母国語の SNS 利用は調査せずに、Facebook のような

特定の SNS 利用の調査だけで異文化適応との相関を検討した。母国語の SNS がホスト国にお

いても容易に使えるようになっていて、母国文化に毎日触れることを可能にする現在、留学生

の母国語の SNS 利用についての調査を行うべきだと思われる。 

また、2010 年代の SNS とメッセンジャーアプリの多機能化により、受信者はニュース、報

道などを受信するだけではなく、コメントを発信して、発信者に返事をしてコミュニケーショ

ンを取ることが可能になっている（草野,2015）。SNS 経由でニュースとニュースに対するコメ

ントを見る人が非常に増えており、大学外のことを知るためのリソースが SNS、すなわち、本

来の文化を共有していた人が勧めるニュースしか受け付けなくなっている人が増えている。留

学生の SNS 利用にニュース視聴をつけて調査する必要性があると考えている。なお、留学生の

国際的出来事の受容は、彼（女）らが出来事の利害関係を俯瞰的に理解するかどうかを示唆す

る。留学生の SNS 利用、ニュースの視聴、および国際的出来事の関心度は、彼（女）らの異文

化の受け入れ、異文化適応に影響を与えると考えられる。そこで、本研究は、2010 年代の留学

生の SNS 利用とニュース視聴、および国際関心度を調査する上で、彼（女）らの異文化適応と

の相関関係を明らかにする。 

 

2．SNS 

 

2.1 小史 

 SNS (Social Networking Service)とは、WWW 上で知人関係を形成し相互交流を行うためのプ

ラットフォームである（松尾・安田，2006）。Boyd& Ellison（2007）によれば、最初に認識さ

れた SNS は 1997 年に登場した。大向（2015）によると、初期の SNS は、ユーザーが自身のペ

ージを作成するサービスに限定されていた。参加者がそれぞれのプロフィールを掲載し、知人

のページとリンクする機能だけを備えていた。当時、招待制や相互承認は口コミによって参加

者を集めるための仕掛けにすぎなかった。しかし、デジタル加入者線（DSL）や光ファイバー、

携帯電話でのデータ通信など個人のインターネット接続環境が整備され、「ウェブ 2.0」が進化

したことにより、知人関係に基づく情報共有の仕組みは、コミュニケーションだけでなく他分

野にも適用可能になった。写真共有の Flickr、ニュース共有の Digg、動画像共有の YouTube な

どが相次いで開設され、様々な SNS で多くのユーザーを集めている。2004 年に Facebook は開

設されていたが、当初は大学内でのネットワーキングを目的としており、一般向けには公開さ

れていなかった。2006 年 9 月に、学生以外の一般ユーザーの Facebook の登録が開始されたこ
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と、また積極的かつ継続的な新規機能の投入を行ったことなどを要因として、2009 年 5 月に世

界最大の SNS となった。その後も順調に拡大し、ロシア・中国などを除くほぼ全ての国で最も

利用される SNS となっている。 

松尾・安田（2006）によると、日本では 2004 年から、GREE、mixi、Orkut などが、それぞれ

独立のサービスとして無料で提供された。2015 年に日本のユーザーが利用していた SNS は、

LINE（37.5%）、Facebook（35.3%）、Twitter（31.0%）の順となった（総務省,2015）。その一方、

CNNIC（2016）は 34 の地域のインターネットユーザーを対象に、中国の SNS 利用状況につい

て調査した。統計の結果によると、中国には国産の SNS が極めて多く普及していることがわか

った。よく使われる SNS は RenRen、weibo、QQ zone、pengyouquan などである。Facebook 型

の Renren と Twitter 型の weibo が多くのユーザーを集めて、両方でも 1 億以上のアクティブユ

ーザーを持つ（大向，2015）。QQ zone と pengyouquan はメッセンジャーアプリと連携している

ものである。Tengxun 会社が開設した IM（Instant messaging）— QQ を元に、QQ Zone は 2005

年からプロフィールの掲載、写真、ニュース、リンクなどの情報を QQ の友人と共有するサー

ビスが始まった。pengyouquan は同じように、wechat という IM を元に、2012 年から音楽、ニ

ュースなどの情報を知人間で共有することが可能になっている。QQ zone、pengyouquan などの

SNS 利用で、個人のプロフィールを掲載するだけではなく、自身の最近の出来事やニュース、

ネット記事に対しての意見、感想を親密な友人間で容易に共有し、伝えることができるように

なった。CNNIC（2016）の調査によると、SNS のユーザーの主な利用目的は、友達とコミュニ

ケーションする（72.2%）、ニュースを知る（64.3%）、興味のあるものをフォローする（59%）、

知識を獲得する（58.3%）、知識を共有する（54.8%）となっている。中国のユーザーは、友人

とコミュニケーションするだけではなく、情報を共有するために SNS を利用することがわかっ

た。 

 

2.2 メッセンジャーアプリ 

2000 年代末以降のスマートフォンの普及に伴い、ソーシャルメディアの機能は、かつてと異

なり、LINE をはじめとするメッセンジャーアプリの利用機会が増えている。これによってユ

ーザー間でリアルタイムに短いメッセージのやりとりができるようになった。近年はテキスト

や音声だけでなく、スタンプ(イラスト)、動画、画像など、さまざまな表現機能を搭載するサ

ービスが増加している。手軽なコミュニケーション手段として若年層を中心に人気を博してい

る。 

従来型の ID 制のメッセンジャーアプリは互いの ID 交換等が必要であったが、LINE では、

端末に電話番号を登録している友人がすでに LINE ユーザーであれば、自動で友達リストに追

加されていくため、アプリを導入するとすぐに友人とのメッセージのやり取りを始めることが

できる。他のメッセンジャーアプリも LINE と同様に、同じメッセンジャーアプリを利用する
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知人を簡単に追加することができる。例えば中国が開発した wechat も、登録している電話番号

から友達リストに追加される。なお、2010 年代のクラウドサービスとスマートフォンの普及は、

利用者の行動履歴というパーソナルデータをインターネット上に蓄積することを可能にした。

そのため、ホスト国においても、人間関係がリセットされてしまうことなく、母国で得た知人

の連絡先とメール履歴はいつでも復元可能となっている（黄,2016）。母国以外のメッセンジャ

ーアプリを利用しても、端末に電話番号を登録している留学生同士が、母国の人を追加して、

メッセージ送受信が可能になっている。また、世界的に普及している通信環境により、メッセ

ンジャーアプリが留学生の保護者世代を含めた幅広い層にまで利用者を拡げている。メッセン

ジャーアプリの普及は、留学生が留学先で母国との頻繁な交流の機会を提供しているのである。 

 

2.3 ニュース報道と SNS 

SNS はメッセンジャーアプリとして機能するだけではなく、ニュース報道を提供することも

可能になっている。2010 年から、様々なニュース報道の組織が Facebook でニュース報道の提

供を開始した。Carroll（2012）が述べているように、ニュース報道の共有とディスカッション

は SNS 利用の重要な機能となっている。友人と連絡する機能を利用するユーザーにとっても、

ニュース報道を避けることはできない状況となっている。世界中のマスコミがニュースを 1 つ

のコンテンツとしてネットに発信することが、SNS 上でニュースを複数比較しながら見ること

を可能にしている。しかしながら、関連ニュースを訳して提供されるニュースは、必ずしも客

観的な見方とは言えない。限られたスペース内で限られた考え方の報道を提供していると考え

られる。草野（2015）が述べているように、現在の通信環境において、一人で受け止めきれな

い量の情報に接しているが、SNS 利用は「関係」の近い者からの情報を選択するという重要な

役割を果たす。つまり、SNS 利用を通して、近い文化を共有する知人から情報を獲得すること

が可能になっている。 

SNS 利用で、単にニュース報道を見るだけではなく、コメントと情報を発信することも可能

になっている。草野（2015）が指摘しているように、従来の新聞、テレビなどといったマスメ

ディアは、情報の流れが一方通行となり、「受ける側」と「送る側」がはっきり分かれ、数少な

い「送る側」は「受ける側」に情報を届けるという形態であった。しかし、SNS のようなソー

シャルメディアは、情報の受け手が単なる「受け手」ではなく、「送り手」になることも可能に

なっている。つまり、SNS の利用者はニュース報道、情報などを受けるのみならず、自らが不

特定多数に対して情報を発信することもできる。また、不特定多数の受け手もまた発信者に返

事をして、コミュニケーションを取ることができる。そのため、留学生の偏った母国語の SNS

利用と母国語のニュース視聴は、母国の人からニュース、情報を獲得するだけではなく、本来

の文化の観点に立ち、お互いに最近の出来事についてやり取りをすることも可能になっている

が、異文化適応に偏りが生じる可能性がある。 
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2.4 SNS と文化 

 Facebook、LINE、wechat など様々な SNS があり、ユーザーは自由に選択することができる

が、草野（2015）が述べているように、機能だけを比べるならば、どの SNS にも大きな差異は

ない。SNS を差別化するポイントは、機能ではなく、自分の行動を誰に、どういう形で、伝え

たいかということがポイントとなる。ホスト国においても、母国語の SNS と母国語以外の SNS

を選択することが可能になっている現在、留学生の SNS の選択は、連絡相手の選択だけではな

く、どのような文化を受けるか、どのような文化を伝えるかを選択することだと考えられる。 

 SNS は 1 つのプラットフォームの役割を果たし、ユーザーが個人ページ、グループページと

メッセンジャーアプリを使う際に連携して使用される。2010 年代に入り、遅延が少なく、利用

制限もより少なくなったため、快適な利用可能環境が用意された。このことは、利用者を繋ぎ

止める役割を果たしている。SNS の経営方針は、まさに利用者に継続して利用し続ける環境と

利便性をもたらすことである。多くの利用者がその利便性を活用しており、そのこと自体に問

題はないが、他の文化や価値観を取り入れることを目指す人にとっては、その目標達成にとっ

て、必ずしも有益とは限らない。 

母国の人が SNS で発信した動画、画像、ニュース報道などは、母国と離れている留学生にと

っては、母国の人とのコミュニケーションの話題を提供してくれるものとなっている。母国語

の SNS 利用で、留学先においても、母国の社会変化、流行っている文化などに取り残されるこ

とはなく、母国に関する情報、話題を毎日獲得することができるようになっている。なお、最

近の出来事、国際情報などについても、母国の人が発信した母国文化による価値観、観点に触

れることも可能になっている。その一方、母国以外の文化による価値観で出来事を見る機会が

削られる可能性もある。母国文化による価値観だけで出来事との利害関係を見ることに陥る傾

向も見られる。母国の文化、価値観を当然のこととして、客観的に物事を批判する機会が限ら

れる。多文化的な立場から物事を見るための視野が広がらずに、母国の文化、価値観が留学す

る前のまま保持される可能性もあると考えられる。 

 

3. 異文化適応 

 

Kim（2001）によれば、異文化適応に関する研究は 20 世紀から継続して行われている。滞在

者（sojourner）がどのように文化の変化に対応するかについて論述できるように、様々な用語

が使われている。例えば、「アカルチュレーション」(acculturation)、「同化」(assimilation)、「適

応」（adaptation）などがある。「アカルチュレーション」は、滞在者がホスト文化への統合のプ

ロセス或いは程度を指す。「同化」は、滞在者がホスト文化をどれだけ受け入れたのかを指す

（Kim,2002）。Berry（1980,1997）の「アカルチュレーション」モデルは滞在者の「同化」につ

いて検討するだけではなく、本来の文化への対応についても研究する。「適応」（adaptation）と
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いう用語を使っているモデルは多く存在する。例えば、Kim（2001）の「異文化適応」（cross-cultural 

adaptation）モデルは、コミュニケーションが果たす旅居者の適応プロセスでの役割を中心に論

述されている。Ward ら（1994；1999）は異文化適応を心理的（感情的・情動的）適応と社会文

化的（行動的）適応という二つの領域に分けて、適応状況を捉えている。 

 

3.1 アカルチュレーション 

アカルチュレーションは「異なった文化をもっている人びとの多くのグループが持続的・直

接的に接触をし、その結果、本来の文化パターンを片方、または双方のグループが変化するよ

うな結果を生ずること」と定義される(Redfield,Linton & Herskovits,1936)。アカルチュレーショ

ンのプロセスについては「一次元」（unidimensional）と「二次元」（bidimensional）の二つの論

点がある。「一次元」とは、二つの文化・アイデンティティが同時に存在せずに、新しい文化が

本来の文化、アイデンティティに代わっていくことである(Gordon, 1964; LaFromboise, Coleman 

& Gerton, 1993)。その一方、「二次元」に論述する研究者は、新しい文化を取り入れると同時に

本来の文化を保持することも可能であるとしている(Berry,1980;Zak,1973)。 

   Berry（1997）によると、アカルチュレーションをもたらす異文化社会との接触は、「自主性」、

「移動性」、「永続性」という 3 つの要素で大別することができる。つまり、一部分のグループ

（例えば、移民者）は、自発的にアカルチュレーションを経験するが、その一部分のグループ

（例えば、難民）は選択せずに経験する；一部分のグループ（例えば、移民、難民）は、新し

い場所に移住するため、アカルチュレーションを経験するが、一部分のグループ（例えば、先

住民）は移住しないが、新しい文化の持ち込みでアカルチュレーションを経験する；一部分の

グループ（例えば、移民）は、永続にアカルチュレーションを経験するが、一部分のグループ

（例えば、留学生）は、一時的に経験する。様々な滞在によりアカルチュレーションがもたら

されるが、各グループが経験する基本的なアカルチュレーション・プロセスが共通するという

結論がある(Berry & Sam, 1996)。すべてのグループが滞在中の異文化社会において、どのよう

に適応するかを検討しなければならない。新しい文化環境での生活においては、本来の文化や

アイデンティティを保持するか、ホスト国社会と積極的な関係を持つかという 2 つの主な課題

を検討するべきである。この 2 つの課題は「二次元」で検討することが可能である。つまり、

本来の文化やアイデンティティを保持しながら、ホスト国社会と積極的な関係を実現すること

ができる。その一方、本来の文化の保持、ホスト国との関係という 2 つの課題にも関心を示さ

ない可能性もある。本来の文化やアイデンティティ、ホスト国との関係への対応は、教育と言

語の使用、友情パターンなどのアカルチュレーション・プロセスにおいて相関があると論じら

れている（Berry,1989）。 
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3.2 社会文化的適応 

 Ward & Kennedy（1993）は、ホスト文化の理解の欠如が異文化適応の問題の原因となると論

じ、さらに、新しい文脈、環境において、ホスト文化を適切に理解することを「社会文化的適

応」と定義している。Ward & Kennedy (1994) の「社会文化的適応」は、日常生活において体験

する困難について検討するものである。「社会文化的適応」はホスト国文化の学習、ソーシャル

スキルの獲得とは相関がある。それは、アカルチュレーション態度、ホスト国の人とのコミュ

ニケーション、文化的距離などを含んでいる（Ward & Kennedy 1993,1994）。 

 Berry（1980,1997）の「アカルチュレーション」モデルは、個人がどのように母国の文化、

ホスト国の文化を対応するかを検討して、異文化への適応の仕方を調査するものである。Berry

（1980,1997）の「アカルチュレーション」モデルと Ward & Kennedy（1994）の「社会文化的

適応」は異なっているものであるが、Ward & Kennedy（1994）はこの二つのモデルに相関関係

があると論述している。Ward & Kennedy (1999) は Berry（1980,1997）のアカルチュレーション

の理論を母国へのアイデンティティ（co-national identification）とホスト国へのアイデンティテ

ィ（host identification）に分けて、「社会文化的適応」との相関を研究した。その結果、ホスト

国へのアイデンティティは社会文化的適応の困難さとは負の相関があることが示唆された。 

 

3.3 指標の導入 

Berry（1997）の「アカルチュレーション」モデルは、母国文化の保持、ホスト国文化への同

化を別々に分けて調査することができるものである。その一方、Ward & Kennedy（1999）の「社

会文化的適応」モデルは、日常生活で必要なホスト国のルールや習慣などに従うことの難易度

を問うものである。SNS 利用を通して、留学生はホスト国においても、メッセンジャーアプリ

の利用により、母国の友人との会話がいつでも継続できて、母国の人間関係の持続が可能にな

っている（黄,2016）。なお、母国の人から発信した国際情勢のコメントをチェックすることも

容易にできるようになった。これらの通信環境において、母国語の SNS などのメディア利用は、

母国の人、母国文化に毎日触れる機会を提供している。また、母国文化、母国文化の価値観な

どを保持する可能性も増やす。一方で、母国の文化の立場だけで物事を捉え、異文化の視点に

立つ機会が限られると考えられる。そこで、留学生の SNS などのメディア利用は、彼（女）ら

の母国文化の保持、ホスト国文化の受容、ホスト国の生活習慣への適応の難易度などに影響が

あるかどうかを調査するため、これらの指標を調査目標に導入する。  

 

4. メディア利用と異文化適応 

 

通信環境の変化に伴い、Cemalcilar（2005）が論じているように、メディア利用は母国との連

絡を続ける可能性を提供するだけではなく、母国との対人関係、政治、文化を持続することも
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可能にしている。Cemalcilar（2005）は留学生の CMC 利用（コンピュータを介して行うコミュ

ニケーション）と母国文化の保持について相関を検討した。その結果、母国と連絡するための

CMC 利用は、母国文化の保持とはポジティブな相関があることが示されている。しかし、異文

化への同化との相関についての論述がなかった。JiaQi（2013）は留学生の異文化適応を母国文

化の保持、異文化への同化に分けて調査する上で、メディア利用の一つとするインターネット

利用と異文化適応との相関を検討した。その結果、母国文化と関連のあるインターネット利用

は、母国文化の保持とはポジティブな相関があることが示唆された。その一方、ホスト国文化

と関連のあるインターネット利用は、異文化への同化とはポジティブな相関があると述べられ

ている。留学生のインターネット利用とアカルチュレーションとの相関が指摘されたが、ネッ

ト・ニュース視聴、メッセンジャーアプリ利用と母国文化の保持、ホスト国文化への同化との

それぞれの相関は述べられていなかった。なお、インターネット利用と心理的適応との相関は

有意差がないことで異文化適応との相関が示唆されていない。  

スマートフォンの普及に伴い、SNS などのメディア利用と異文化適応との相関が注目されて

いる。例えば、Jian（2015）は、留学生の SNS 利用と異文化適応との相関を研究した。その結

果、ホスト国にいるホスト国の人との連絡は、留学生の不確実性の減少（Uncertainty Reduction）

とポジティブな相関がある一方、ホスト国の母国人との連絡は留学生の不確実性の減少とネガ

ティブな相関があることが示されている。Jian（2015）によると、母国の人はホスト国の人の

ようにホスト国の文化を理解していないため、ホスト国でよく連絡する母国の人に、ホスト国

の文化に対して偏った理解へと導かれる可能性がある。しかし、母国にいる家族、友人との連

絡と異文化適応との相関が示されていない。N.Park（2014）はアメリカでの中国人と韓国人の

留学生を対象に、SNS 利用、マスメディア利用と異文化適応との相関を検討した。その結果、

母国語の SNS 利用はアカルチュレーション・ストレスとはポジティブな相関があることが指摘

された。しかし、母国語の SNS 利用は多くあるが、N.Park（2014）は中国の RenRen と韓国の

Cyworld しか調査していない。なお、新聞などのマスメディア利用とアカルチュレーション・

ストレスは有意差がないことで異文化適応との相関が示唆されていない。 

上記の 3 節に論述したように、Ward & Kennedy（1994）によれば、アカルチュレーションと

異文化適応は相関があることがわかった。しかし、上記の先行研究では、SNS などのメディア

利用が留学生のアカルチュレーションとの相関、あるいはメディア利用と異文化適応との相関

のいずれかにのみ照射している。しかし、留学生の SNS 利用は、彼（女）らの母国文化の保持、

異文化の取り入れに影響を与えることが考えられる。その一方、留学生の SNS などのメディア

利用を通して、母国文化、異文化へ対応することは、彼（女）らのホスト国における社会文化

の適応に影響するとも考えられる。そこで、本研究は留学生の SNS 利用とアカルチュレーショ

ンとの相関を検討するだけではなく、社会文化的適応との相関も調査していく。 
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5.調査の概要 

 

5.1 調査協力者 

新潟大学の中国人留学生 150 名を調査対象とし、最終的に回収した有効回答は 107 名であっ

た。調査協力者の個人情報：性別、年齢、滞日歴、日本語学習歴などを回答してもらった。調

査協力者の男女比は 37:70 であった。 

 

5.2 調査手続き 

留学生の言語能力による影響を避けるため、調査票は原文（英語）を中国語に翻訳して作成

した。調査票の信頼性を確認するため、本調査を行う前に、6 名の大学院留学生 (男女各 3 名)

に予備調査の回答に協力してもらい、質問紙を修正・改善した。調査の配布・回収は 2016 年 7

月から 9 月までであった。 

 

5.3 調査項目 

⑴ メディアの利用状況 

ソーシャルメディアの連絡相手の選択、一般的なニュースのソース選択、ネット上の最新ニ

ュースのソース選択、国際ニュースへの関心度を指標として、メディア利用状況を調査する。  

ソーシャルメディアの連絡相手の選択を下記の 2 つの質問で行う。 

一般的なニュースのソース選択を下記の 2 つの質問で行う。 

上記の 4 つの質問を以下の 8 つの選択肢から回答してもらうこととした。 

 

  

 

 

 

  

問 1 母国語の SNS を平均どのぐらいの時間で利用していますか？ 
問 2 日本人の友達と直接連絡を平均どのぐらいの時間で行っていますか？  

問 3 母国のマスメディアから発信されるニュースを平均どのぐらい視聴していますか？ 
問 4 日本のマスメディアから発信されるニュースを平均どのぐらい視聴していますか？ 
 

    1.まったくしない、 
   2.月に 1 時間以内、 
   3.週に 1 時間以内、 
   4.一日に 10〜30 分、 
   5.一日に 1〜2 時間以内、 
   6.一日に 1〜2 時間以内、 
   7.一日に 2〜4 時間以内、 

    8.一日に 4 時間以上 
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ネット上の最新ニュースのソース選択を下記質問で行う。  

 

国際ニュースへの関心度を下記の質問で行い、7 件法(1=「全くない」、7＝「非常にある」)

で回答してもらう。 

 

(2) アカルチュレーション 

 Berry & Kim (1988)のアカルチュレーションの理論に基づき、Ward ら（1994,1999）は

Acculturation Index (AI)というスケールを作って、母国へのアイデンティフィケーション

（ co-national identification）とホスト国へのアイデンティフィケーション（ host national 

identification）を測った。AI は 21 の項目（例えば：言語、食べ物、内集団と外集団への見方な

ど）を使い、ホスト国の人との類似程度及び母国の人の類似程度に分けて検討するものである。

JiaQi（2013）は AI を 34 の項目に訂正して、留学生の母国文化の保持（cultural maintenance）

と異文化への同化（cultural assimilation）を検討した。本研究は JiaQi（2013）のものを使い、

調査を行った。スケールは 5 件法（1＝「賛成」、5＝「反対」）で、2 つの部分から留学生のア

カルチュレーションを考察する。第一部分は 17 の項目で、母国の文化との類似程度について判

断してもらう。第二部分は同じように、17 の項目からホスト国の文化の受け入れについて判断

してもらう。例えば、「母国の留学生と良い友人関係を築いている」、「母国以外の友達が多くい

る」、「価値観は母国で得たもののままである」という項目から判断してもらう。 

                        

（3）社会文化的適応 

 Ward & Kennedy（1999）の「社会文化的適応」スケール（SCAS）は、40 の項目を使い、新

しい文脈、環境において体験している日常的困難を検討するものである。SCAS は、異文化接

触での新しい文化に対するスキル、行動力の獲得を重視している。Ward & Kennedy（1999）に

よれば、SCAS は様々な対象に適用できて、研究対象によってフレキシブルに訂正できるもの

だとしている。Jian（2015）は SCAS の 17 個を用い、5 件法（1＝「簡単」、5＝「難しい」）で

留学生の異文化適応を検討した。本研究は Jian（2015）が使った項目を利用した。例えば「ホ

問 5 ネット上で公開されているニュースを視聴する場合、どの言葉のものを経由してか 
    ら視聴し始めることが多いですか。 
 

                           a.日本語 
                           b.母国語 
                           c.英語 

                             d.その他＿＿＿＿＿＿＿ 

問 6 国際的紛争、国同士の対立、国境を巡る争いにまつわるニュース報道に関心を 
    持っていますか。 
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スト国の価値観を理解する」、「文化の違いを理解する」、「ホスト国の人に理解させる」、「ホス

ト国の食べ物に慣れる」という項目から、ホスト国の文化に対する理解、認識の困難さについ

て判断してもらう。 

 

6.結果 

 

概算利用時間の平均値を求めて、グループに分ける。母国語の SNS 利用時間＞＝平均値の回

答者のグループを G1 とする。母国語の SNS 利用時間＜平均値の回答者のグループを G2 とす

る。ホスト国の人との連絡頻度＞＝平均値の回答者のグループを G3 とする。ホスト国の人と

の連絡頻度＜平均値の回答者のグループを G4 とする。母国語のニュース視聴＞ホスト国語視

聴の回答者のグループを G5 とする。母国語のニュース視聴＜＝ホスト国語視聴の回答者のグ

ループを G6 とする。ネット上の最新ニュースのソース選択について、母国語のニュースを選

択する回答者のグループを G7 とする。ホスト国のニュースを選択する回答者のグループを G8

とする。国際ニュースへの関心度の平均値を求めて、関心度＞＝平均値の回答者のグループを

G9 とする。関心度＜平均値の回答者のグループを G10 とする。 

 本調査は「アカルチュレーション」と「社会文化的適応」を変数に取り上げ、回答者のメデ

ィア利用によって分けたグループの差を調査して、メディア利用と異文化適応との相関を検討

する。 

 

6.1 母国語の SNS 利用 

⑴アカルチュレーション 

留学生の母国語の SNS 利用時間（問 1）と彼（女）らのアカルチュレーションとの相関につ

いて検討を行った。その結果、G1 と G2 に属する回答者の概算の平均値は、母国文化の保持

（Cultural Maintenance）には 1%の水準で有意であることがわかった（表 1）。回答者の母国語

の SNS 利用は、彼（女）らの母国文化の保持とはポジティブな相関があることが明らかになっ

た。 

 

表 1 母国語の SNS 利用時間とアカルチュレーション 

 G1 G2 生起確率(t 検定) 

Cultural Maintenance 2.55 2.85 0.007***  

Cultural Assimilation 2.97 2.95 ---- 

* p<0.1  ** p<0.05  *** p<0.01                                               (執筆者作成) 
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6.2 ホスト国の人との連絡 

⑴アカルチュレーション 

留学生のホスト国の人との連絡(問 2)と彼（女）らのアカルチュレーションとの相関を検証し

た。その結果、G3 と G4 に属する回答者は、異文化の同化（Cultural Assimilation）には 5%の水

準で有意であることがわかった（表 2）。回答者のホスト国の人との連絡は、彼（女）らの異文

化への同化とはポジティブな相関があることが明らかになった。 

 

表 2 ホスト国の人との連絡頻度とアカルチュレーション  

 G3 G4 生起確率(t 検定) 

Cultural Maintenance 2.69 2.65 ---- 

Cultural Assimilation 2.91 3.15 0.03** 

* p<0.1  ** p<0.05  *** p<0.01                                            (執筆者作成) 

 

6.3 一般ニュースのソース選択 

⑴アカルチュレーション 

留学生の一般ニュースのソース選択（問 3、問 4）と彼（女）らのアカルチュレーションと

の相関を確認した。その結果、G5 と G6 に属する回答者は、母国文化の保持と異文化への同化

とも有意であることが示された(表 3)。回答者の母国語のニュース視聴は、彼（女）らの母国文

化の保持とポジティブな相関があることがわかった。その一方、回答者のホスト国語のニュー

ス視聴は、彼（女）らの異文化の同化とポジティブな相関があることが明らかになった。 

 

表 3 一般ニュースのソース選択とアカルチュレーション  

 G5 G6 生起確率(t 検定) 

Cultural Maintenance 2.49 2.89 0.001*** 

Cultural Assimilation 3.12 2.78 0.003*** 

* p<0.1  ** p<0.05  *** p<0.01                        (執筆者作成) 

 

ネット上で公開されている最新ニュースのソース選択（問 5）と彼（女）らのアカルチュレ

ーションとの相関を検証した。その結果、一般ニュースのソース選択とアカルチュレーション

との相関の結果と一致する。G7 と G8 は、母国文化の保持と異文化への同化という両方の検知

でも有意であることが示された（表 4）。ネット上での母国語のニュース視聴は、回答者の母国

文化の保持とはポジティブな相関があることがわかった。その一方、ネット上でのホスト国語

のニュース視聴は、彼（女）らの異文化への同化とはポジティブな相関があることが明らかに



現代社会文化研究 No.64 2017 年 3 月 

 - 101 - 

なった。 

 

表 4  ネット上最新ニュースのソース選択とアカルチュレーション  

 G7 G8 生起確率(t 検定) 

Cultural Maintenance 2.56 3.04 0.001*** 

Cultural Assimilation 3.03 2.66 0.006*** 

* p<0.1  ** p<0.05  *** p<0.01                        (執筆者作成)  

 

⑵社会文化的適応 

ネット上で公開されている最新ニュースのソース選択と彼（女）らの社会文化的適応との相

関を検証した。G7 と G8 に属する回答者は、社会文化的適応との相関は 10％の水準で有意であ

ることがわかった（表 5）。ネット上でのホスト国語のニュース視聴は社会文化的適応とはポジ

ティブな相関があることが明らかになった。 

 

表 5  ネット上最新ニュースのソース選択と社会文化的適応 

 G7 G8 生起確率(t 検定) 

社会文化的適応 2.73  2.47 0.067* 

* p<0.1    ** p<0.05  *** p<0.01                       (執筆者作成)  

 

6.4 国際ニュースへの関心度 

⑴社会文化的適応 

留学生の国際ニュースへの関心度(問 6)と社会文化的適応との相関を検討した。その結果、

G9 と G10 に属する回答者の社会文化的適応は、10%の水準で有意であることがわかった（表 6）。

国際ニュースへの関心度は、社会文化的適応とはポジティブな相関があることが明らかになっ

た。 

 

表 6 国際ニュースへの関心度と社会文化的適応 

 G9 G10 生起確率(t 検定) 

社会文化的適応 2.60 2.73 0.097* 

* p<0.1    ** p<0.05  *** p<0.01                       (執筆者作成) 
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7.考察 

 

黄（2016）は通信環境の変化で、留学生の新たなメディア利用の仕方と対人関係を指摘し、

2010 年代の留学生のメディア利用と異文化適応との相関を検討した。その結果、母国との連絡

と彼（女）らの異文化適応との負の相関が明らかになった。しかし、留学生のメディア利用は、

彼（女）らの母国文化の保持と異文化への取り入れには影響があるかどうかについて論述され

ていなかった。SNS 利用と異文化適応との相関についても述べられていなかった。留学生のニ

ュース視聴と国際報道への関心度についての相関は示されたが、ニュース視聴と異文化適応と

の相関については示唆されなかった。 

本研究は黄（2016）の母国との連絡と異文化適応との相関を踏まえて、留学生の母国語の SNS

利用と異文化適応との相関について検討した。なお、黄（2016）のニュース視聴と国際報道へ

の関心度との相関研究をもとに、留学生のニュース視聴と異文化適応との相関、および国際報

道への関心度と異文化適応との相関を調査した。本研究は、異文化適応を母国文化の保持、異

文化への同化に分けて調査し、留学生の SNS などのメディア利用との相関を分析した。その結

果、留学生の連絡相手の選択と異文化適応との相関が示された。ニュース視聴の選択、国際報

道への関心度と異文化適応との相関も明らかになった。 

 

7.1 母国語のメディア利用と異文化適応 

JiaQi（2013）は、母国文化と関連のあるインターネット利用は留学生の母国文化の保持とは

ポジティブな相関があることを示したが、SNS 利用について検討しなかった。N.Park（2014）

は留学生の母国語の SNS 利用は彼らのアカルチュレーション・ストレスとポジティブな相関が

あることを確認したが、母国語の SNS 利用は、特定の SNS に限って調査したものであった。

本研究はこれらの先行研究を踏まえて、母国語の SNS 利用と異文化適応との相関を検討するだ

けではなく、アカルチュレーションとの相関も調査した。その結果、母国語の SNS 利用は母国

文化の保持とはポジティブな相関があることを明らかになった。母国語のメディア利用は、母

国の文化を維持しながら、母国の価値観とアイデンティティを強化すると述べられているよう

に（Fathi,1973 ; Lum,1991）、留学生は母国語の SNS 利用で、母国の人との連絡を持続すると同

時に、母国文化を保持することをも可能にしていることが本研究で示唆された。 

Kim（2001）は、ニュース視聴などの情報獲得ためのメディア利用は異文化適応と強く相関

すると論じている。本研究では母国語のニュース視聴は母国文化の保持とはポジティブな相関

があることを確認した。留学生はニュース視聴で、報道の立場が違っている情報ソースを選択

することができる一方、ニュースソースの出来事に対する見方、観点に影響されやすいと考え

られる。国際報道への関心度と社会文化的適応とはポジティブな相関があることが本調査で示

唆された。つまり、ホスト国において、母国語のニュースを主として視聴し、他の立場がどの
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ように国際の出来事を捉えているか関心を示していない留学生は、母国とホスト国の両方の文

化の観点に立って、物事を見ることができず、社会文化的適応が難しくなると考えられる。2010

年代の現在、SNS の多機能化と普及に伴い、母国の人とのコミュニケーション、母国の人の最

新ニュース、国際の出来事に対するコメントに接触することが容易になっている。その一方、

他の文化の立場に立たず、よく触れている母国文化の価値観、立場だけで出来事と物事を考え

る傾向も見られる。それはホスト国文化の理解、受け入れをさらに難しくすると考える。多文

化コミュニケーションを通して、多様な観点や立場から物事を理解する能力を養うことができ

るが、偏った母国との連絡と母国語のニュース視聴は、このような成長の妨げになるのではな

いかと考える。 

 

7.2 ホスト国のメディア利用と異文化適応 

Kim（2001）は「ホスト国の人とのコミュニケーションは異文化適応とはポジティブな相関

がある」と述べている。本研究はホスト国の人との連絡とアカルチュレーションとの相関を検

討した。その結果、ホスト国の人との連絡は、異文化への同化とはポジティブな相関があるこ

とが明らかになった。Jian（2015）は、留学生のホスト国の人との直接的な連絡と異文化適応

との相関を検討したが、異文化への同化との相関についての調査はなかった。本研究では、ホ

スト国の人との連絡は、異文化への同化と相関することを確認することで、異文化適応とのポ

ジティブな相関を確認した。 

Goldlust & Richmond（1974）は母国語のメディアに依頼し、ホスト国の新聞を利用しない人

は、アカルチュレーションが低いことを論述している。Chen（2004）は、ホスト国語のニュー

スを視聴する留学生は、他の学生よりホスト国に対して帰属感が強いと論じている。留学生の

ホスト国語のニュース視聴の重要さが Goldlust & Richmond（1974）と Chen（2004）の研究に

より強調されている。本研究は異文化適応をアカルチュレーションと社会文化的適応に分けて、

留学生のホスト国語のニュース視聴との相関を検討した。その結果、ホスト国語のニュース視

聴は、異文化への同化とはポジティブな相関があることが明らかになった。なお、ホスト国語

のニュース視聴は、社会文化的適応とはポジティブな相関があることが確認された。ホスト国

語のニュース視聴を通して、異文化と接触する機会が提供されているだけではなく、母国文化

以外の価値観、他文化の立場からの考え方に触れることも可能にしていると考えられる。本研

究は留学生のホスト国語のニュース視聴を異文化への同化との相関、及び社会文化的適応との

相関の検討を通して、彼（女）らの異文化適応とはポジティブな相関があることを確認した。 

 

8.まとめ 

 

黄（2016）の研究結果を踏まえて、本研究は SNS 利用、ニュース視聴と異文化適応との相関
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を検討した。母国語の SNS 利用は母国文化の保持とはポジティブな相関があることが明らかに

なった。また、ホスト国の人との連絡は異文化への同化とはポジティブな相関があることも示

唆された。なお、母国語のニュース視聴は、母国文化の保持と社会文化的適応にはポジティブ

な相関があることがわかった。その一方、ホスト国語のニュース視聴は、異文化への同化と社

会文化的適応とはポジティブな相関があることが確認された。さらに、国際ニュースの関心度

と社会文化的適応との相関を検討して、ポジティブな相関があることがわかった。以上から、

留学生の SNS 利用、ニュース視聴の選択は、彼（女）らの異文化適応とは相関があることが本

研究で明らかになった。 

2010 年代の現在、ホスト国においても、母国語の SNS と母国語のニュース視聴を容易に利

用する環境が用意されているが、本研究の SNS 利用をニュース視聴につけた調査結果により、

留学生のメディア利用の仕方は異文化の受け入れとは相関があることがわかった。そのため、

異文化の視点に立ち、物事の利害関係をバランスよく見ることができるように、留学生は SNS

利用、ニュース視聴のようなソーシャルメディアを母国以外のものを活用すべきだと考える。

また、留学生の SNS 利用、ニュース視聴と異文化の同化との相関を踏まえて、留学の関係者は、

留学生のソーシャルメディアの利用の仕方が、留学生とホスト国の交流の促進のための入り口

の一つとしてとなることを検討すべきだと考える。 

本研究は中国人留学生という限られた対象で、異文化適応を「アカルチュレーション」と「社

会文化的適応」に限って調査したものであったが、SNS 利用とニュース視聴及び国際関心度の

調査を通して、メディア利用と異文化適応との相関が明らかになった。今後は、他の大学と他

の国の留学生を対象に、研究の規模を広げる必要がある。なお、母国語の SNS 利用の方法とニ

ュース視聴の方法を改めて検討し、留学生のメディア利用と異文化適応との相関をさらに研究

していく。 
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